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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年5月15日(2014.5.15)

【公開番号】特開2012-243032(P2012-243032A)
【公開日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-052
【出願番号】特願2011-111644(P2011-111644)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ２２０Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    １７０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月27日(2014.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定期間ｉにおけるサンプリング値ｘiからなる離散系の時系列データを取得し、所定
の測定期間ｔ以前の所定の期間に対応するＮ個のサンプリング値ｘt，ｘt-1，・・・，ｘ

t-N+1の移動平均ｍtに基づく移動偏差ｖtを算出し、測定期間ｔに対応する移動偏差ｖtと
測定期間ｔ－１に対応する移動偏差ｖt-1とに基づいて、測定期間ｔにおける前記離散系
の時系列データの急激な変化を示す評価値ｓtを算出する評価値算出部を
　備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記評価値算出部は、前記評価値ｓt＝移動偏差ｖt／移動偏差ｖt-1を算出する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記評価値算出部は、連続的な時系列データを測定期間毎に集計して前記離散系の時系
列データに変換する
　請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記評価値算出部は、前記測定期間を時間的に重複して設け、連続的な時系列データを
前記測定期間毎に集計して前記離散系の時系列データに変換する
　請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　情報処理装置の情報処理方法において、
　情報処理装置による、
　　測定期間ｉにおけるサンプリング値ｘiからなる離散系の時系列データを取得し、
　　所定の測定期間ｔ以前の所定の期間に対応するＮ個のサンプリング値ｘt，ｘt-1，・
・・，ｘt-N+1の移動平均ｍtに基づく移動偏差ｖtを算出し、
　　測定期間ｔに対応する移動偏差ｖtと測定期間t-1に対応する移動偏差ｖt-1とに基づ
いて、測定期間ｔにおける前記離散系の時系列データの急激な変化を示す評価値ｓtを算
出する
　ステップを含む情報処理方法。
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【請求項６】
　コンピュータを、
　測定期間ｉにおけるサンプリング値ｘiからなる離散系の時系列データを取得し、所定
の測定期間ｔ以前の所定の期間に対応するＮ個のサンプリング値ｘt，ｘt-1，・・・，ｘ

t-N+1の移動平均ｍtに基づく移動偏差ｖtを算出し、測定期間ｔに対応する移動偏差ｖtと
測定期間ｔ－１に対応する移動偏差ｖt-1とに基づいて、測定期間ｔにおける前記離散系
の時系列データの急激な変化を示す評価値ｓtを算出する評価値算出部
　として機能させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本開示の一側面である情報処理装置は、測定期間ｉにおけるサンプリング値ｘiからな
る離散系の時系列データを取得し、所定の測定期間ｔ以前の所定の期間に対応するＮ個の
サンプリング値ｘt，ｘt-1，・・・，ｘt-N+1の移動平均ｍtに基づく移動偏差ｖtを算出
し、測定期間ｔに対応する移動偏差ｖtと測定期間ｔ－１に対応する移動偏差ｖt-1とに基
づいて、測定期間ｔにおける前記離散系の時系列データの急激な変化を示す評価値ｓtを
算出する評価値算出部を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前記評価値算出部は、前記評価値ｓt＝移動偏差ｖt／移動偏差ｖt-1を算出することが
できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本開示の一側面である情報処理方法は、情報処理装置による、測定期間ｉにおけるサン
プリング値ｘiからなる離散系の時系列データを取得し、所定の測定期間ｔ以前の所定の
期間に対応するＮ個のサンプリング値ｘt，ｘt-1，・・・，ｘt-N+1の移動平均ｍtに基づ
く移動偏差ｖtを算出し、測定期間ｔに対応する移動偏差ｖtと測定期間t-1に対応する移
動偏差ｖt-1とに基づいて、測定期間ｔにおける前記離散系の時系列データの急激な変化
を示す評価値ｓtを算出するステップを含む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本開示の一側面であるプログラムは、コンピュータを、測定期間ｉにおけるサンプリン
グ値ｘiからなる離散系の時系列データを取得し、所定の測定期間ｔ以前の所定の期間に
対応するＮ個のサンプリング値ｘt，ｘt-1，・・・，ｘt-N+1の移動平均ｍtに基づく移動
偏差ｖtを算出し、測定期間ｔに対応する移動偏差ｖtと測定期間ｔ－１に対応する移動偏
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差ｖt-1とに基づいて、測定期間ｔにおける前記離散系の時系列データの急激な変化を示
す評価値ｓtを算出する評価値算出部として機能させる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本開示の一側面においては、測定期間ｉにおけるサンプリング値ｘiからなる離散系の
時系列データが取得され、所定の測定期間ｔ以前の所定の期間に対応するＮ個のサンプリ
ング値ｘt，ｘt-1，・・・，ｘt-N+1の移動平均ｍtに基づく移動偏差ｖtが算出され、測
定期間ｔに対応する移動偏差ｖtと測定期間ｔ－１に対応する移動偏差ｖt-1とに基づいて
、測定期間ｔにおける前記離散系の時系列データの急激な変化を示す評価値ｓtが算出さ
れる。
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